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Instagram の利用者が増加を続け、従来多かった Twitter の利用者数を超えました。 

部活動引退、体育祭や合唱コンクールなど「仲間」を意識するような行事をきっかけに、 

新しく SNS アカウントを作成し、集合写真などを投稿する事例が見られました。 

SNS を利用し始めたばかりだと、顔写真や本名などを「伏せる」加減が分からず 

個人情報を公開してしまう事例が多いため、特に注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SNS に画像や動画を投稿する場合、その情報は自分以外の「誰か」に見られます。SNS で繋がる友人だけに見せ

るつもりで投稿した画像が、公開設定によっては誰にでも見られる状態になってしまうことがあり、注意が必要です。 

最近の傾向として、Instagram での「ストーリー」の流行、各 SNS でのタグ付けの増加がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SNS を利用する目的は人それぞれです。タグ付けをされた生徒は、自身のアカウントを多くの人に見られることになり

ますが、多くの人に見られることを嫌だと思う人、自身の顔が特定されることを嫌だと思う人もいます。 

友人間の思わぬトラブルを防ぐためにも、タグ付けをする際には、必ず本人の許可を得て行うようにしましょう。 

「ネットパトロールだより」は藤枝市役所ホームページ上に記載しています。 
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10 月時点の学校ネットパトロール調査結果をご報告いたします。 

児童生徒がインターネット上に書き込む場は、Twitter や Instagram 等の SNS が主です。 

実際の交友関係の延長で SNS を活用している様子がほとんどですが、SNS への参加を 

きっかけに様々なリスクに遭遇する可能性がありますので、注意が必要です。 

10 月度ネットパトロール調査結果 

利用サイト内訳 

「ストーリー」は、投稿後 24時間で見えなくなることから、

安易に顔写真や名前を掲載する事例や、危険行為に

及んでしまう事例も散見されます。 

短時間であっても、誰でも見られる状態であれば、 

スクリーンショット等で拡散するリスクは否定できません。 

 

各 SNS には「タグ付け」という、写真や動画に映ってい

る友人のアカウント情報を掲載する機能があります。

友人との繋がりを示す手段として利用されることが多

いですが、顔写真とアカウントとの関係が分かりやすい

ため、様々なリスクを生む可能性があります。 

SNS の利用と個人情報拡散リスク 

近年、様々な SNS サービスが出現しています。 

「使ったことがあるけど、そういえば最近使っていないような・・」そんな SNS はありませんか？ 

本人は忘れていても、投稿した動画やアカウントはインターネット上に残り続けています。 

使ったことのある SNS やアプリを見直し、データを削除する等、個人情報を適切に管理しましょう。 

大丈夫!? 過去に使った SNS のデータ。 


